
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
庄
内
南
部

　
　ライ
ス
ス
テ
ー
シ
ョン
竣
工
、稼
働（
山
形
県
本
部
）

豪州で飛騨牛をトップセールス
（岐阜県本部）

台湾に直営販売店「じゃじゃ」オープン
（台湾全農インターナショナル㈱）

第37回全農酪農経営体験発表会を開催
（酪農部）

食品ロス削減へECサイトで直売所の
農産物販売（営業開発部・福島県本部）

ＪＡズームイン（岐阜：JAいび川）

ＪＡズームイン（静岡：JA大井川）

あまおうアイスバー発売
（くらし支援事業本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　近江の味彩（JA全農しが）

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4
面

5

6

8

7
ハギトモ水泳教室で
水泳の楽しさと食の大切さを伝える
（広報・調査部）

Web
限定

2

3

佐賀県で浸水・油流出の被害を受けたハウス（キュウリ栽培）を視察する全農の長澤豊会長＝左から3人目（４面）

円滑な米流通を目指すＪＡ全農山形庄内南
部ライスステーション（３面）

多くの来店客でにぎわう台湾にオープンした
台湾全農インターナショナル㈱の直営販売
店「じゃじゃ」（２面）

長澤会長ら千葉、茨城、佐賀、長崎の
豪雨・台風被災地を訪問（広報･調査部）
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こ
れ
」を
意
味
し
、「
Ｊ
Ａ
」を
か

け
て
い
ま
す
。

　
開
店
初
日
に
は
1
5
0
人
近

く
の
お
客
さ
ま
に
加
え
、
現
地

メ
デ
ィ
ア
も
取
材
に
訪
れ
、ジ
ェ

ラ
ー
ト
な
ど
が
売
り
切
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

　
今
後
は
、
各
産
地
フ
ェ
ア
も

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
全
農
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
通
じ
て
、「
生
産
者
と〝
台

湾
の
〟消
費
者
を
安
心
で
結
ぶ
懸

け
橋
」に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

News!

台湾に直営販売店「じゃじゃ」がオープン
日本の農畜産品や加工品、ジェラートを販売 台湾全農インターナショナル㈱

　
台
湾
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
は
9
月
6
日
、台
北
市
内
に

日
本
の
農
畜
産
品
や
加
工
品
を
販
売
す
る
直
営
店「
じ
ゃ
じ
ゃ
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
じ
ゃ
じ
ゃ
」で
は
、
日
本
か

ら
輸
入
し
た
農
畜
産
品（
米
・

果
物
・
和
牛
な
ど
）や
加
工
品

（
ジ
ャ
ム
・
ジ
ュ
ー
ス
類
な
ど
）

を
は
じ
め
、
日
本
産
米
・
果
物

を
使
用
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
販

売
し
て
い
ま
す
。加
え
て
日
台
友

好
の
取
り
組
み
と
し
て
、
台
湾

農
会（
日
本
の
農
協
に
相
当
）の

特
産
品
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
店
名
の「
じ
ゃ
じ
ゃ
」は
、台

湾
語
で「
こ
こ
、こ
こ
」「
こ
れ
、

多
く
の
来
店
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
オ
ー
プ

ン
初
日

地
元
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
受
け
る
台
湾

全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
の
野
末
知

裕
社
長

間
で
飛
騨
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
。
締

結
式
に
先
立
っ
て
、
同
社
と
取

引
の
あ
る
飲
食
店
の
シ
ェ
フ
約

１
０
０
人
を
対
象
に
飛
騨
牛
の

カ
ッ
ト
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の

料
理
学
校
で
飛
騨
牛
の
調
理
講

習
を
行
う
な
ど
、
飛
騨
牛
の
輸

出
拡
大
に
向
け
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。

News!

豪州で飛騨牛をトップセールス
輸出拡大へ岐阜県知事、県本部の会長らがPR 岐阜県本部

　
岐
阜
県
と
岐
阜
県
本
部
な
ど
で
つ
く
る
岐
阜
県
農
林
水
産
物
輸
出

促
進
協
議
会
は
9
月
11
～
14
日
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
飛
騨
牛
輸
出

拡
大
に
向
け
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　
飛
騨
牛
海
外
推
奨
店
に
認
定

し
た
メ
ル
ボ
ル
ン
と
シ
ド
ニ
ー

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
古
田
肇

岐
阜
県
知
事
と
岐
阜
県
本
部
の

足
立
能
夫
運
営
委
員
会
会
長
が

認
定
証
と
銘
板
を
授
与
し
ま
し

た
。ま
た
、シ
ド
ニ
ー
の
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
飛
騨
牛
や
ア

ユ
な
ど
県
産
食
材
を
P
R
し
ま

し
た
。

　
県
は
大
手
食
肉
卸
売
業
者
の

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ー
ト
社
と
の

メ
ル
ボ
ル
ン
の
料
理
学
校
で
行
っ
た
飛

騨
牛
の
調
理
講
習

飛
騨
牛
海
外
推
奨
店
の
認
定
証
と
銘

板
を
授
与
す
る
古
田
知
事（
左
か
ら
２

人
目
）と
足
立
会
長（
同
４
人
目
）
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貯
蔵
庫
10
室
を
備
え
、
最
大
約

2
万
5
0
0
0
㌧
の
収
容
が
可

能
で
す
。
農
産
物
検
査
場
も
併

設
し
、フ
レ
コ
ン
に
よ
る
集
荷
・

検
査
に
対
応
す
る
ほ
か
、
幅
15

㍍
、
高
さ
7
㍍
、
長
さ
１
７
５

㍍
の
屋
内
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ン
を

整
備
し
、
悪
天
候
で
も
米
が
濡

れ
る
こ
と
な
く
出
荷
で

き
る
環
境
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
式
典
の
あ
い
さ
つ
で
、

長
澤
会
長
は「
庄
内
南
部

ラ
イ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、高
品
質
で
理
想
的
な

保
管
と
作
業
効
率
を
確

保
で
き
る
。今
後
も
山
形

県
が
米
の
主
力
産
地
で

あ
り
続
け
、次
世
代
を
担

う
生
産
者
が
安
心
し
て

生
産
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
」と
強
調
し

ま
し
た
。

News!

庄内南部ライスステーションが竣工、稼働
国内最大規模の保管施設で円滑な県産米流通を目指す 山形県本部

　
山
形
県
本
部
は
9
月
20
日
、連
合
農
業
倉
庫
と
し
て
国
内
最
大
規

模
の
米
広
域
集
出
荷
保
管
施
設
と
な
る「
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
庄
内
南
部

ラ
イ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
竣し
ゅ
ん
こ
う工
式
を
行
い
ま
し
た
。
山
形
県
本
部

の
長
澤
豊
運
営
委
員
会
会
長
を
は
じ
め
、
行
政
、Ｊ
Ａ
関
係
者
約
70

人
が
出
席
。
施
設
運
営
の
安
全
を
願
う
神
事
や
、
完
成
を
祝
う
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、同
日
、新
た
な
拠
点
が
稼
働
し
ま
し
た
。

　
三
川
町
に
建
設
し
た
同
施
設

は
、鉄
骨
造
り
の
平
屋
建
て
、延

べ
床
面
積
は
約
１
万
３
０
０
０

平
方
㍍
で
、
庄
内
地
区
に
あ
る

連
合
倉
庫
の
集
約
再
編
、
管
理

費
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
的
に
、

総
事
業
費
約
24
億
円
で
建
設
。米

を
15
度
以
下
で
保
管
す
る
低
温

News!

第37回全農酪農経営体験発表会を開催
全国から選ばれた酪農経営者が自らの経営･技術を発表 酪農部

　
酪
農
部
は
9
月
13
日
、
東
京
・
大
手
町
の
日
経
ホ
ー
ル
で「
第
37

回
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
会
は
、
全
国
か
ら

選
ば
れ
た
優
秀
な
酪
農
経
営
者

の
方
に
、
経
営
内
容
や
技
術
を

自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
発
表
し

て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
全
国
各
地
か
ら
参

加
し
た
6
人
が
発
表
。
最
優
秀

賞
に
は
、
高
水
準
の
乳
量
・
乳

質
に
加
え
、
学
校
給
食
専
門
の

乳
業
会
社
を
立
ち
上
げ
る
な
ど

積
極
的
な
地
域
貢
献
が
評
価
さ

れ
た
、
静
岡
県
の
佐
々
木
剛
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、

審
査
委
員
特
別
賞
は
北
海
道
の

浦
薫
さ
ん
と
島
根
県
の
板
井
雄

士
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

併
催
の「
第
13
回
全
農
学

生『
酪
農
の
夢
』コ
ン
ク
ー
ル
」

で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

2
2
7
作
品
の
中
か
ら
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
鈴
木
な
ご
み
さ

ん（
帯
広
畜
産
大
学
3
年
）が

「
人
生
を
変
え
て
く
れ
た
酪
農

～
私
ら
し
く
生
き
る
～
」を
披

露
。
作
品
の
中
で
語
ら
れ
た
恩

人
の
酪
農
家
が
壇
上
に
サ
プ
ラ

イ
ズ
登
場
し
、
感
動
の
拍
手
が

あ
り
ま
し
た
。

自らの体験について発表した酪農経営者の皆さん

「酪農の夢」コンクールで最優
秀賞を受賞した鈴木さん

長さ１７５㍍の屋内トラックレーンを整備したＪＡ全農山形庄内
南部ライスステーション

全農酪農経営
体験発表会の
サイトはこちら
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　長
澤
会
長
は
山
﨑
周
二
理

事
長
、
吉
見
均
常
務
と
共
に
、

9
月
9
日
に
台
風
15
号
の
直

撃
を
受
け
た
千
葉
県
の
J
A

い
ち
か
わ
を
9
月
17
日
に
訪

問
。
被
害
を
受
け
た
梨
農
場

を
視
察
し
ま
し
た
。

　千
葉
県
の
被
災
地
に
対
し

て
全
農
は
9
月
下
旬
、
J
A

グ
ル
ー
プ
千
葉
か
ら
の
要
請
で

職
員
を
派
遣
し
、
廃
棄
物
撤

去
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　大
澤
憲
一
副
会
長
は
、
野

口
栄
専
務
と
共
に
9
月
24

日
、
同
じ
く
台
風
15
号
で
被

災
し
た
茨
城
県
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　ま
た
、
長
澤
会
長
は
山
﨑

理
事
長
、
倉
重
徳
也
常
務
と

共
に
、
8
月
下
旬
の
豪
雨
で

被
災
し
た
佐
賀
県
、
長
崎
県

を
9
月
24
日
に
訪
問
し
ま
し

た
。
佐
賀
県
で
は
浸
水
・
油

流
出
の
被
害
が
発
生
し
た
大

町
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　長
澤
会
長
は
、「
被
災
さ

れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
グ

ル
ー
プ一
丸
と
な
り
全
力
で
支

援
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

復
旧
・
復
興
に
向
け

グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
り

全
力
で
支
援

長
澤
会
長
ら
千
葉
、茨
城
、佐
賀
、長
崎
の
豪
雨
・
台
風
被
災
地
を
訪
問

　長
澤
豊
会
長
ほ
か
全
農
役
員
は
、
豪
雨
・
台
風
で
被

災
し
た
千
葉
県
、
茨
城
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　【広
報
・
調
査
部
】

千葉県JAかとり管内で、強風
でつぶれたハウスの撤去作業を
する千葉県本部職員

ＪＡ茨城県中央会の佐野治会長（右から2人目）にお見
舞を渡した大澤副会長（同3人目）、野口専務（同4人
目）。右は棚谷保男茨城県本部副会長

佐
賀
県
で
浸
水
・
油
流
出
の
被
害
を
受
け

た
大
町
町
の
ハ
ウ
ス（
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
）を
視

察
し
た
、
左
か
ら
J
A
さ
が
の
金
原
壽
秀

会
長
、
全
農
の
山
﨑
理
事
長
、
長
澤
会
長
。

油
を
含
む
水
で
1
7
0
セ
ン
チ
の
高
さ
ま

で
浸
水
し
た

長
崎
県
内
の
被
害
状
況
を
説
明
す
る
J
A

長
崎
県
中
央
会
の
泉
義
弘
会
長（
奥
左
か

ら
2
人
目
）。
水
稲
の
倒
伏
や
ハ
ウ
ス
の
浸

水
が
多
く
発
生
し
た

千
葉
県
J
A
い
ち
か
わ
管
内
の
梨
生
産
者 

荒
井
一
昭
果

樹
部
会
長（
左
）の
圃
場（
ほ
じ
ょ
う
）を
視
察
し
た
長
澤

会
長（
中
央
）。
右
は
同
J
A
の
今
野
博
之
理
事
長
。
落

果
し
な
か
っ
た
梨
も
、
傷
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
多
い

お
お

ま
ち
ち
ょ
う
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　「t
a
b
e
l
o
o
p
」は
、
バ

リ
ュ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
㈱
が
運
営
す

る
会
員
制
の
E
C
サ
イ
ト
で
、
市

場
で
は
扱
え
な
い
規
格
外
の
野

菜
・
果
物
や
、
賞
味
期
限
が
近
く

既
存
の
流
通
で
は
扱
っ
て
も
ら
え

な
い
加
工
品
な
ど
、
食
べ
ら
れ
る

の
に
廃
棄
に
な
っ
て
し
ま
う
商
品

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の

会
員
登
録
数
は
、
売
り
手
が
約

2
0
0
、
買
い
手
が
約
1
万
に
上

り
ま
す
。

　営
業
開
発
部
で
は
、
直
売
所
で

売
り
切
れ
ず
に
生
産
者
に
返
す
農

産
物
や
、
こ
れ
ま
で
取
り
扱
わ
な

か
っ
た
規
格
外
品
な
ど
を
、

「
t
a
b
e
loop
」を
使
っ
て
補
完

的
に
販
売
す
る
こ
と
を
企
画
し
、

賛
同
し
た
福
島
県
本
部
と
と
も
に

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
店
舗
の
ロ
ス
を
削
減
す

る
と
と
も
に
、
生
産
者
の
手
取
り

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　今
後
、
他
の
直
売
所
と
も
取
り

組
み
を
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　東
京
・
豊
洲
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
9

月
7
日
、「
t
a
b
e
l
o
o
p
」

を
運
営
す
る
バ
リ
ュ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
㈱
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
分
譲
し
た
三

井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
㈱
と
協

働
し
て
マ
ル
シ
ェ
を
実
施
。
店
舗
で

は
扱
い
づ
ら
い
、
熟
度
が
進
ん
だ

桃
や
不
ぞ
ろ
い
の
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、

「
愛
情
館
」か
ら
直
送
し
た
農
産
物

12
品
目
を
販
売
し
ま
し
た
。
果
物

が
開
始
後
2
時
間
で
完
売
す
る
な

ど
大
盛
況
で
、
約
12
万
円
の
売
り

上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
か
ら
は「
日

本
で
こ
ん
な
に
食
品
ロ
ス
が
出
て
い

る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」「
廃
棄

に
な
っ
て
し
ま
う
原
因
を
聞
く
と
、

ち
ゃ
ん
と
余
ら
せ
ず
に
消
費
し
よ

う
と
思
う
」な
ど
の
反
応
が
あ
り

ま
し
た
。

　今
後
、
同
様
の
取
り
組
み
を
他

の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
実
施
し
、
新
た

な
ニ
ー
ズ
へ
の
取
り
組
み
を
広
め
て

い
き
ま
す
。

都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
マ
ル
シ
ェ
も

規
格
外
農
産
物
な
ど
を

E
C
サ
イ
ト
で
販
売

都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

不
ぞ
ろ
い
農
産
物
な
ど
販
売

食
品
ロ
ス
削
減
へ
E
C
サ
イ
ト
で

　
　
　
　直売
所
の
農
産
物
を
販
売

食品ロスの削減をテーマにしたＥＣサイト「tabeloop」

東
京
・
豊
洲
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
開
い
た
マ
ル
シ
ェ

多様な食材が出品・販売される「tabeloop」

　営
業
開
発
部
と
福
島
県
本
部
は
9
月
か
ら
、
食
品
ロ
ス
の
削
減

を
テ
ー
マ
に
し
た
E
C
サ
イ
ト「
ta
be
loop
」で
、
福
島
県
本

部
が
運
営
す
る
直
売
所「
愛
情
館
」の
農
産
物
の
販
売
を
始
め
ま
し

た
。
ま
た
、
9
月
7
日
に
同
サ
イ
ト
の
運
営
会
社
な
ど
と
協
働
し
、

都
内
マ
ン
シ
ョ
ン
で
マ
ル
シ
ェ
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
営
業
開
発
部
・
福
島
県
本
部
】

タ          

ベ        

ル  

ー  

プ

食品ロス問題に関する資料
を展示

「tabeloop」
サイトは
こちら
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ＪＡいび川
（岐阜県）

概要 平成 31年 3 月 31日現在

正組合員数 8353人
准組合員数 6792人
職員数 288人
販売品取扱高 24億1千万円
購買品取扱高 26億9千万円
貯金残高 1570億3千万円
長期共済保有高 3485億3千万円
主な農畜産物   米・大豆・茶・柿・
　　　　　　　　　イチゴ・梅など

農
業
者
の
所
得
増
大
に

業
務
加
工
用
野
菜
導
入

て
き
ま
し
た
。

　
農
業
者
へ
の
訪
問
活
動
は
、48

経
営
体
に
延
べ
8
0
9
回（
28

年
度
）か
ら
、2
6
5
経
営
体
に

延
べ
2
2
5
5
回（
30
年
度
）

に
増
え
ま
し
た
。
農
業
関
連
融

資
は
融
資
案
件
50
件
、
融
資
額

1
億
5
0
0
0
万
円（
28
年
度
）

か
ら
、融
資
案
件
98
件
、融
資
額

3
億
7
0
0
0
万
円
に
増
え
ま

し
た
。

　
業
務
加
工
用
野
菜
の
栽
培
拡

大
に
は
、作
業
の
省
力
化
や
コ
ス

コ
ス
ト
削
減
対
策
を
実
践
し
ま

し
た
。

　
担
い
手
農
業
者
を
訪
問
す
る

た
め
、
28
年
度
に
T
A
C
職
員

を
1
人
専
任
と
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
T
A
C
職
員
が
訪
問

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供

し
て
ほ
し
い
」と
の
農
業
者
の
要

望
を
受
け
、
30
年
度
に
は
4
人

に
増
員
。
訪
問
先
で
得
た
農
業

者
の
ニ
ー
ズ
を
毎
週
開
い
て
い

る
T
A
C
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、

T
A
C
職
員
だ
け
で
な
く
、
融

資
や
企
画
管
理
担
当
者
な
ど
部

署
間
で
共
有
。業
務
加
工
用
野
菜

の
作
付
け
に
つ
い
て
提
案
し
、栽

培
面
積
の
拡
大
に
つ
な
げ
た
り
、

農
業
関
係
の
助
成
金
や
農
業
関

連
融
資
な
ど
の
情
報
を
提
供
し

　
J
A
い
び
川
は
第
8
次
中
期

経
営
計
画（
平
成
28
～
30
年
度
）

で
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」を
基

本
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
ま
し
た
。

目
標
を
実
現
す
る
た
め
、実
需
者

ニ
ー
ズ
に
合
う
業
務
加
工
用
野

菜（
キ
ャ
ベ
ツ
・
タ
マ
ネ
ギ
）の

生
産
拡
大
や
販
売
強
化
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。営
農
渉
外
担

当
者（
T
A
C
）に
よ
る
複
合
品

目
栽
培
提
案
、作
業
の
省
力
化
や

り
ま
す
。第
9
次
中
期
経
営
計
画

で
は
令
和
3
年
度
ま
で
に
業
務

加
工
用
野
菜
の
栽
培
面
積
21
㌶
・

販
売
金
額
4
4
5
0
万
円
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。前
述
の
課
題

を
解
決
し
て
目
標
を
達
成
し
、農

業
者
の
所
得
増
大
を
実
現
す
る

た
め
、農
閑
期
に
栽
培
す
る
新
た

な
作
物
と
し
て
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
試
験
栽
培
や
、
土
壌
整
備
を

行
う
時
に
地
下
に
空
洞
を
形
成

す
る
こ
と
で
排
水
性
を
高
め
る

カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン
の
作
業
受
託

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

岐阜県
長野県

愛知県

石川県

福井県

ト
削
減
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。J
A

で
は
播は
し
ゅ種

機
や
収
穫
機
の
実
演

会
を
定
期
的
に
開
き
、機
械
活
用

に
よ
る
省
力
化
や
作
業
時
間
の

短
縮
に
つ
い
て
説
明
し
、機
械
導

入
に
よ
る
大
規
模
栽
培
を
推
奨

し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、機
械
の

購
入
費
や
維
持
費
を
削
減
す
る

た
め
、レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
も
実

施
。機
械
の
操
縦
に
つ
い
て
職
員

が
指
導
す
る
な
ど
、多
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
で
業
務
加
工

用
野
菜
の
栽
培
面
積
は
、
13
㌶

（
28
年
度
）か
ら
15
㌶
（
30
年
度
）

に
拡
大
し
ま
し
た
。一
方
、労
力

と
収
入
の
バ
ラ
ン
ス
、土
壌
改
良

の
必
要
性
、
水
稲
と
栽
培
時
期

が
重
複
す
る
な
ど
の
課
題
も
あ

訪問活動で農家のニーズを把握

播種機の使い方を指導する営農職員

ホウレンソウ収穫機の実演会を
開催

専
任
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
を
配
置

他
の
部
署
と
情
報
共
有
し
対
応

拡
大
す
る
業
務
加
工
用
野
菜

新
た
に
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
導
入
へ
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優
れ
話
題
性
の
あ
る
専
門
店
や

観
光
事
業
を
融
合
さ
せ
た
新
た

な
商
業
施
設
と
な
り
ま
す
。
多

く
の
地
域
団
体
と
連
携
し
、
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
魅
力
あ
る

施
設
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い

き
ま
す
。

ＪＡ大井川
（静岡県）

概要 平成 31年 3 月３１日現在

正組合員数　　  　　　   1万8144人
准組合員数 　　             3万5698人
職員数　　　　　               944人
販売品取扱高              90億5千万円
購買品取扱高　　　　  40億5千万円
貯金残高                5544億2千万円
長期共済保有高   1兆5761億8千万円
主な農産物   お茶、トマト、レタス、
　　　　　イチゴ、米、バラ、ミカン

交
流
拠
点
「KADODE OOIGAWA

」

魅
力
発
信
へ
来
年
秋
に
オ
ー
プ
ン

か　
　
　
　

ど　
　
　
　

で

お

お

い

が

わ

山梨県長野県

愛知県

静岡県

沿
い
に
あ
り
、
こ
の
施
設
に
新

駅
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

施
設
名
の「
K
A
D
O
D
E 

O
O
I
G
A
W
A
」に
は
4
者

連
携
事
業
や
交
通
の
結
節
点
で

あ
る
立
地
を
踏
ま
え
、
大
井
川

　

こ
の
事
業
は
、
Ｊ
Ａ
大
井

川
、
島
田
市
、
大
井
川
鐵
道

㈱
、
中
日
本
高
速
道
路
㈱

の
4
者
連
携
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
施
設
の
運
営

会
社
と
し
て
Ｊ
Ａ
大
井
川

の
子
会
社「
K
A
D
O
D
E 

O
O
I
G
A
W
A
㈱
」が
昨
年

11
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
定
地
は
、
静
岡
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
新
東
名
高
速

道
路
の
島
田
金
谷
Ｉ

Ｃ
を
降
り
て
す
ぐ
、

富
士
山
静
岡
空
港
か

ら
車
で
20
分
と
広
域

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

便
利
な
立
地
で
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｌ
が
走
る

大
井
川
鐵
道
の
線
路

　
Ｊ
Ａ
大
井
川
は
焼
津
市
・
藤

枝
市
・
島
田
市
・
川
根
本
町
を

管
内
と
し
、
大
井
川
流
域
の
豊

か
な
土
壌
、
温
暖
な
気
候
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
農
産
物
が
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ａ
管
内
の
農
業
を
元

気
に
し
た
い
！
」。
そ
の
思
い

か
ら
、「
日
本
の
緑
茶
」と「
大

井
川
流
域
の
農
産
物
」の
魅

力
を
発
信
す
る
体
験
型
フ
ー

ド
パ
ー
ク「
K
A
D
O
D
E 

O
O
I
G
A
W
A
」を
来
年
秋

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

流
域
の
農
業
と
地
域
交
流
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
上
質
な

時
間
や
地
域
の
魅
力
を
体
感
す

る
出
会
い
の
場
で
あ
り
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
五
感
で
楽
し
む
お

茶
ゾ
ー
ン
、
新
鮮
な
農
産
物

が
買
え
る
マ
ル
シ
ェ
、
緑
茶
の

魅
力
を
気
軽
に
楽
し
め
る
カ

フ
ェ
、
お
茶
や
農
産
物
を
テ
ー

マ
に
し
た
子
ど
も
の
遊
び
場
、

Ｓ
Ｌ
を
見
な
が
ら
食
事
が
で
き

る
野
菜
レ
ス
ト
ラ
ン
、
大
井
川

流
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内

す
る
観
光
拠
点
を
構
え
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
大
井
川
が
培
っ
て
き
た

農
業
振
興
や
売
り
場
づ
く
り
の

強
み
を
ベ
ー
ス
に
、
集
客
力
に

４
者
連
携
の

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

緑
茶
と
地
域
の
農
産
物

五
感
で
魅
力
を
体
験

「KADODE OOIGAWA」のロゴ
マーク

「KADODE OOIGAWA」予定地

「KADODE OOIGAWA」の全体像

ＳＬを見ながら食事ができる野菜レストラン（イメージ図）
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JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

Web限定の「レシピ検索」「菜園づくり」etc.
ぜひご覧ください！
Webマガジンは
こちらから https://apron-web.jp/

Apron Web 検 索

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

　滋賀の豊かな食材をお届けする「近江の味彩」から、近江米「みずか
がみ」をご紹介します。
　「みずかがみ」は、豊かな水に輝く実りをキャッチフレーズに、滋賀県
が育成した品種です。
　琵琶湖をはじめとする滋賀県の豊かな自然環境に配慮して栽培され
た「みずかがみ」は、炊き上がりはキラキラつややか。ほどよい粘りと、
まろやかな甘み。冷めてもおいしく、お弁当やおにぎりにも最適です。
　全国の育ちざかりの子どもたちに、おなかいっぱい食べて欲しい！
　 「みずかがみ」には、そんな滋賀県の農家さんの思いがたくさん詰
まっています。
　JAタウン「近江の味彩」では、令和元年産の新米「みずかがみ」を用
意しております。この機会にぜひご賞味下さい。

近江の味彩（ＪＡ全農しが）

JAタウンは
こちらから

滋賀県産 みずかがみ10kg
（5kg×2袋）……5990円

おうみ あじさい

『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

「福岡県産あまおうの果汁使用 アイスバー」を発売

　全農は10月1日から、「福岡県産あまおうの果
汁使用 アイスバー」を発売します。

【くらし支援事業部】

　甘酒は栄養が豊富なことから「飲む点滴」とも言
われ、市場規模が大きく成長しています。
　今回発売するのは、みそ・こうじ食品メーカーの
マルコメ㈱の「糀甘酒」を、福岡県産イチゴ「あまおう」
の果汁で包み込んだアイスバーです。甘酒の優しい
甘さと香り高い「あまおう」の風味が楽しめます。

　この商品は、全農オリジナル商品ブランド「ニッポ
ンエール」として販売します。「ニッポンエール」は、「日
本全国47都道府県から届けられる日本産のたべも
のに、そしてにっぽんに、ここからエールをおくろう」
がコンセプトで、今年４月に発売したドライフルーツ
から始まり、商品展開を進めています。
　イトーヨーカ堂やナチュラルローソンなど首都圏を
中心にスーパー・コンビニでの販売を予定していま
す（一部取り扱いのない店舗もあります）。
　ぜひご賞味ください。

こうじ

福岡県産イチゴ「あまおう」と糀甘酒の深い味わい！

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
庄
内
南
部

　
　ライ
ス
ス
テ
ー
シ
ョン
竣
工
、稼
働（
山
形
県
本
部
）

豪州で飛騨牛をトップセールス
（岐阜県本部）

台湾に直営販売店「じゃじゃ」オープン
（台湾全農インターナショナル㈱）

第37回全農酪農経営体験発表会を開催
（酪農部）

食品ロス削減へECサイトで直売所の
農産物販売（営業開発部・福島県本部）

ＪＡズームイン（岐阜：JAいび川）

ＪＡズームイン（静岡：JA大井川）

あまおうアイスバー発売
（くらし支援事業本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　近江の味彩（JA全農しが）

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4
面

5

6

8

7
ハギトモ水泳教室で
水泳の楽しさと食の大切さを伝える
（広報・調査部）

Web
限定

2

3

佐賀県で浸水・油流出の被害を受けたハウス（キュウリ栽培）を視察する全農の長澤豊会長＝左から3人目（４面）

円滑な米流通を目指すＪＡ全農山形庄内南
部ライスステーション（３面）

多くの来店客でにぎわう台湾にオープンした
台湾全農インターナショナル㈱の直営販売
店「じゃじゃ」（２面）

長澤会長ら千葉、茨城、佐賀、長崎の
豪雨・台風被災地を訪問（広報･調査部）
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